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呼 吸 器 感 染 症 に 対 す るazithromycinの 臨 床 的 検 討
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広島大学医学部第二内科*

各種呼吸器感染症患者6例 に新規マ クロライド系抗生物質azithromycin(AZM)を 投与 し,そ

の有用性 について検討 した。

その結果,臨 床効果 は有効4例,や や有効1例,無 効1例,有 効率は66.7%で あった。細菌学

的効果 は判定可能であった4例 中消失1例,減 少2例,不 変1例 であった。本剤起因の副作用,

臨床検査値異常 は認 め られなかった。以上 より,AZMは 各種呼吸器感染症に対 して有用性が

期待 できるものと思われる。
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Azithromycin(AZM)はerythromycin(EM)の14員 環 ラ

ク トンにメチル置換窒素 を導入 し15員 環 とした新マク

ロライ ド系抗生物質である。その抗菌スペ ク トルは従来

のマクロライ ドに類似 しているほかHaemophilus influen-

zae,Moraxella catarrhalis,Neisseria gonorrhoeae,Escher-

ichia coli,Legionella pneumophila,Mycoplasma pneumoniae

などのグラム陰性菌 に対 してはEMよ り強い抗菌力 を有

している1～3)。また経 口投与 した場合 で も肺組織 や喀痰

中などへの組織内移行に優 れているため,そ の抗菌力 と

も相まって,各 種呼吸器感染症に対 して高い治療効果が

期待で きるもの と思われる。 さらに組織内濃度の消失半

減期が極めて長いため,従 来のマクロライ ド系抗生物質

より短期間で しかも少量投与で十分な効果を示すことが

特徴 とされている4～5)。

今回我々は各種呼吸器感染症 に対 してAZMを 投与す

る機会 を得たのでその有用性 について臨床的検討 を加え

た。

対象は平成4年6月 より平成5年5月 までに広島大学医

学部第二内科 を受診 した呼吸器感染症患者で治験参加の

同意 を得 た6例(男 性4例,女 性2例)と し,年 齢 は20～

78歳(平 均53.3歳)で あった。

疾患 の内訳は急性気管支炎1例,肺 炎3例,気 管支拡

張症の感染時1例,慢 性呼吸器疾患 の二次感染1例 であ

った。感染症の重症度 は軽症 が5例,中 等症 が1例 であ

った。投与方法 は1回250mgを1日1回,経 口投与 し,投

与期間は3日 間が4例,4日 間が1例,7日 間が1例 であっ

た。臨床効果の判定は臨床症状,胸 部 レントゲ ン写真・

白血球数,血 沈,CRPな どの炎症所見,細 菌学的検査な

どの推移か ら主治医が著効,有 効,や や有効,無 効の4

段階で判定 した。 また安全性については副作用,臨 床検

査値異常か ら総合的に判断 した。

臨床効果 は有効4例,や や有効1例,無 効1例 であ り,

有効率は4/6で あった。細菌学的効果 は4例 が判定可能

であ り,Pseudomonas putidaの 消失,Streptococcus pneu-

moniaeお よびH.influenzaeの 減少 を認めたが.Pseudomo-

nas aeruginosaは不変であった(Table 1)。

有効例4例 の内訳は肺炎,気 管支拡張症の感染時,急

性気管支炎,慢 性呼吸器疾患 の二次感染のそれぞれ1例

であった。症例1の 肺炎例 は本剤投与後,す みやかに自

覚症状の改善が認め られ有効 と判定 したが,起 炎菌 と考

えられるS.pneumoniaeは 消失するには至 らず,細 菌学的

効果は明確でなかった。症例2の 気管支拡張症の感染例

は本剤服用2日 目より自覚症状の消失 を認め,さ らに喀

痰 中のP.putidaが 消失 した。症例4の 急性気管支炎例 は

起炎菌不明であったが,本 剤の投与 とともに,自 覚症状

の軽減,白 血球数及びCRP値 の改善が認め られた。症例

5の 慢性呼吸器疾患の二次感染例 はびまん性汎細気管支

炎 に感染を併発 したものであった。P.aeruginosaは 不変

であったが,喀 痰量の減少,炎 症所見の改善が認め られ

有効 と判断 した。

やや有効の1例 は症例3で69歳 の肺炎例であった。本

剤投与により喀痰量の減少 と炎症所見の改善傾向が認め

られ,細 菌学的にもH.influenzaeは 減少 したが,喀 痰 も

継続 し,胸 部 レントゲ ン写真の改善がほ とんど認められ

なかったことか らやや有効 と判定 した。

無効例 は症例6で20歳 の肺炎例であった。投与前 白血

球数22100,CRP3.9mg/dlで あったが,投 与2日 後では

白血球数18200,CRP15mg/d1以 上 と悪化 し,胸 部 レン

トゲン写真で も増悪 を認めたため,本 剤 を中止 し,入 院

にてflomoxef,minocycline,clarithromycinに よる治 療が

行われ軽快 した。尚,起 炎菌 は同定 し得 なかった。

安全性についてみると,6例 全例 とも副作用,並 びに

臨床検査値異常 は認め られず,本 剤は極 めて安全な薬剤

であることが確認 された(Table 2)。
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Table 1. Clinical summary of azithromycin

NT: not tested NF: normal flora

Table 2. Laboratory findings before and after administration of azithromycin

B: before A: after -: not done

AZMは 少量の短期 間投与で優 れた臨床効果が発揮 さ

れることが期待 される薬剤である。今回我 々の経験 した

呼吸器感染症患者6例 に対 して,本 剤 を原則として1日1

回3日 間投与 し,そ の有用性 について検討 した。臨床効

果 は有効が6例 中4例 であ り,安 全性 にも問題がなかっ

たことよ り本剤 の有用性が示唆 された。特 に症例5に み

られるように,び まん性汎細気管支炎に感染を併発 した

症例 に対 しても有効性が認められたことは,本 剤の短期

間投与がEMの 少量長期投与 と同等以上 の効果 をもた ら

す可能性 もあることが窺われた。今後さらに症例 を重ね

ての検討が必要 と思われるが,AZMは 一般成人 にみ ら

れる軽症か ら中等症の急性呼吸器感染症,並 びに慢性呼

吸器疾患の感染増悪 に対 し,有 用性が十分期待で きる抗

菌薬であると考えた。
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Clinical studies of azithromycin in respiratory infections

Naoki Yamaoka, Yasuhiro Fujiwara, Kenji Hasegawa and Michio Yamakido
Second Department of Internal Medicine, School of Medicine, Hiroshima University

1-2-3 Kasumi, Minami-ku, Hiroshima 734, Japan

The clinical usefulness of azithromycin (AZM), after oral administration, was evaluated in 6 patients
with respiratory infections.

Clinical efficacy was good in 4 patients, fair in 1 and poor in 1. The overall efficacy rate was 66.7%.
Bacteriological efficacy was as follows: eradicated in 1 patient, reduced in 2, unchanged in 1 and unknown
in 2. There were no adverse reactions or abnormal laboratory findings in any of these patients.

From the above results, AZM was considered to be useful for mild to moderate respiratory infections.


